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●西内小学校介護体験
　今月の表紙は、西内小学校

6年生の鹿教湯三才山病院で

の介護体験から戴帽式、そし

て右の写真は、キャンドル・

サービスのひとコマです。慣

れない体験にこどもたちが緊

張する感じが伝わるでしょう

か。病気になったときでもな

いとなかなか行く機会のない

病院ですが、そこには実に多

くの方々が働いています。こ

の病院で患者さんのために働

く方々のそうした姿は、子供

たちの目にはとても頼もしく

見えたのではないでしょうか。

白衣を身にまとった児童たちの姿。いつも学校で見せているものとは

違って、とても大人びて見えました。

●ニッコウキスゲ
・ 禅庭  花 ・金萱

ぜんてい か

　日光黄菅

　中部以北の山地草原に見ら

れる多年生草本です。７月から

８月頃にかけて茎頂に橙黄色

の６弁の花をつけます。群生す

ることが多く、下より次々と

開花していきますが、日中だ

け開花し夜には閉じてしまい

ます。

　混同され易い花に黄菅（きすげ）がありますが、この花は夕菅（ゆ

うすげ）といわれるように夕刻より咲き出し翌日の午前中にはしぼん

でしまいます。花の色も黄色が強くなります。どちらもユリ科で

 野  萱  草 ・ 藪  萱  草 の仲間です。
の かん ぞう やぶ かん ぞう

　霧ケ峰・美ヶ原高原のニッコウキスゲの群落は有名ですが丸子の三

才山でも見られます。

　『夕かはず日光黄菅野にともる』緑生
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あなたの身近なＩＴ化①
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パ
ソ
コ
ン
と
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
」
の
略
で
、
文
書
を
作
成

し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、�
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
�
を
利
用
す
る
た
め
に
と

様
々
な
用
途
で
使
わ
れ
る
機
器
で
、
い

ま
や
爆
発
的
な
勢
い
で
普
及
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
政
府
は
、
Ｉ
Ｔ
、
情
報
技

術
化
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
町
で
は
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、　

歳
以
上
の
方
に
、

２０

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
、
文
書
の

作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー

ル
の
利
用
方
法
を
学
ん
で
も
ら
う
も
の

で
、
今
年
２
月
に
開
講
し
て
以
来
、
町

で
は
７
月
現
在
で
約
二
百
名
の
方
が
受

講
し
ま
し
た
。
受
講
さ
れ
る
方
は
、　
２０

歳
ぐ
ら
い
の
若
い
方
か
ら
お
年
寄
り
の

方
ま
で
幅
広
い
年
代
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
は
、
ま
ず
パ
ソ
コ
ン

の
起
動
の
仕
方
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

し
て
、
マ
ウ
ス
の
使
い
方
、
キ
ー
ボ
ー

ド
で
の
文
字
の
入
力
の
仕
方
、
文
字
の

変
換
の
仕
方
を
学
び
、
そ
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
方

法
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
ふ
れ
る
方
が
最
初
に
戸
惑
う

の
は
、
や
っ
ぱ
り
マ
ウ
ス
の
使
い
方
。

な
か
な
か
思
う
と
こ
ろ
に
、
ポ
イ
ン
タ

と
呼
ば
れ
る
矢
印
を
も
っ
て
い
く
事
が

で
き
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
は
、
ト

ラ
ン
プ
の
ゲ
ー
ム
を
使
っ
て
遊
び
な
が

　

皆
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
�
ふ
れ
た
�
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
今
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を

見
て
い
る
か
た
わ
ら
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
初
め
て
の
人
に
は
、「
パ
ソ
コ
ン
っ
て
な
ん
か
さ
わ
る
の
が
こ
わ
い
な
ぁ
」
と
か

「
聞
き
な
れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
が
多
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
、
ち
ょ
っ
と
ふ
れ
て
み
た
く

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
で
、
今
月
号
と
来
月
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
魅
力
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

I
T
講
習
会
の
現
場
で
は

▲IT講習会の風景
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ら
マ
ウ
ス
の
使
い
方
に
慣
れ
て
も
ら
い

ま
す
。
そ
し
て
次
の
難
関
は
、
キ
ー
ボ

ー
ド
の
入
力
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
っ
て

一
文
字
一
文
字
入
力
し
て
い
く
作
業
は
、

最
初
は
戸
惑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

先
生
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
が
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
だ
ん
だ

ん
と
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ
る
と
い
う
お

年
寄
り
の
方
も
、
面
白
く
て
つ
い
つ
い

休
憩
時
間
も
忘
れ
て
熱
中
し
て
し
ま
う

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
Ｉ
Ｔ

講
習
会
に
参
加
さ
れ
る
お
年
寄
り
の

方
々
は
、
と
て
も
学
ぶ
意
欲
が

強
い
た
め
、
講
師
の
先
生
の
話

を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
多
く
の
人
に
、
パ

ソ
コ
ン
に
ふ
れ
た
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
丸
子
町
フ
ァ
ー
ス
ト

ビ
ル
の
２
階
に
、
丸
子
町
情
報
館
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
８
台
の

パ
ソ
コ
ン
が
設
置
し
て
あ
り
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
文
書
の
作
成

な
ど
様
々
の
用
途
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
情
報
館
は
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会

を
受
け
ら
れ
た
方
が
そ
の
復
習
を
す
る

た
め
に
訪
れ
た
り
、
中
学
生
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
調
べ
も
の
や
、

チ
ャ
ッ
ト
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
同
時

に
複
数
の
人
が
会
話
を
楽
し
む
こ
と
）

を
使
っ
て
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
の
小
中

学
校
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
室
が
完
備
さ
れ

て
い
て
、
授
業
で
パ
ソ

コ
ン
の
使
い
方
を
習
っ

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
調
べ
た
り

と
子
ど
も
た
ち
の
間
で

も
パ
ソ
コ
ン
が
日
常
的

に
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
私
た
ち
の
生
活
に

身
近
に
な
っ
て
き
た
パ
ソ
コ
ン
。
で
も
、

実
際
に
ふ
れ
て
見
な
け
れ
ば
そ
の
便
利

さ
は
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
こ
わ
が
ら
ず
に
ふ
れ
て
み
て
下

さ
い
。
き
っ
と
新
し
い
世
界
が
広
が
る

は
ず
で
す
。

　

次
回
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
は
９
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程

は
、
９
月
の
お
知
ら
せ
版
等
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
講
習
会
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
企
画
課
情
報
係

　

�
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二
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　　　　　　ＩＴ講習会参加者の声

「パソコンを　　
買いたいです。」

中丸子　　　　　

　中村良人さん

（ＩＴ講習会に）参加してとてもよ
かったです。マウスの使い方も最初
は難しかったけど、もう慣れました。
キーボードも特に抵抗はなかったで
す。難しいというより、面白いとい
うほうが強いです。この講習会が終
わったら、すぐにでもパソコンを買
ってこれからいろいろなことに使っ
てみたいと思っています。

情報館利用者の声

「週に2～3回は
利用します。」

丸子中学校　　　　

　中山盛人さん

（情報館を）週に２～３回利用していま
す。インターネットを使って調べ物をし
たり、友達にメールを送ったり、チャッ
トで会話をしたりしています。愛知県や
石川県の友達とメールのやりとりをす
ることもあります。パソコンは、まだ３
ヶ月ほどしか使っていません。初めは、
キーボードで文字を入力することが難
しかったけど、数日でマスターしました。
インターネットは、調べたいことがすぐ
に調べられて便利です。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

▲マウスの使い方
　が最初の難関

▲情報館でパソコンを使う学生たち
▲まずはふれてみることから
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介護保険制度
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対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
保
健
福
祉
課

介
護
係
又
は
施
設
に
あ
る
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
後
、
減
額
対
象
に

な
る
方
に
は
認
定
証
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
施
設
に
提
示
し
て
食
費
の
標
準
負
担

額
の
減
額
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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世
帯
ご
と
の
利
用
者
負
担
の
１
ヶ
月
分

の
上
限
額
に
つ
い
て
、
段
階
別
に
負
担
が

軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。　

　

介
護
保
険
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
は
利
用
料

の
1
割
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
対
策

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（平成13年5月現在）�
�65歳以上の方がいる世帯�
�4128世帯�
�65歳以上の方の人数�
�5911人�
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ササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビススススススススススススススススサービス

　　・ホームヘルプサービス
　　・デイサービス
　　・ショートステイ
　　・特別養護老人ホーム
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生田（尾野山）

滝澤辰平さん（73）

《最終回》

実績給付費
（千円）

市町村順位

8,672,446� � �１

5,765,197� � �２

3,683,580� � �３

3,224,730� � �４

2,136,207�����５

1,945,442� � �６

1,619,437� � �７

1,594,501� � �８

1,484,846� � �９

1,469,933� � �１０

1,426,004� � �１１

1,382,242� � �１２

1,288,618� � �１３

1,090,886� � �１４

実績給付費
（千円）

市町村順位

1,046,494� � �１５

972,340� � �１６

935,289� � � �１７

857,623� � �１８

841,574� � � �１９

760,539� � �２０

705,467� � �２１

…

667,559� � �２３

…

519,729� � �２８

…

221,178� � �７０

65,522,433� � �

平成12年度介護給付費実績額（速報値）�平成12年度介護給付費実績額（速報値）�
　平成12年度に長野県の介護保
険のサービスにかかった費用の実
績です。丸子町は15位でした。

▲改修した扉

▲滝澤さんご夫婦
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　６月は、雨でスリップ事故が多くなる時期
ですが、依田窪交通安全協会では、女性部の
方々が手作りの小さなかさを地元の企業や役
場などに配りました。この傘は、１５センチほ
どのきれいな色紙で作られたもので、約５０名
の同女性部の方々が２日がかりで作ったもの。
かさには、「梅雨どきのスリップ事故に注意し
ましょう」という標語が書かれた短冊がつけ
られており、同協会では、「運転前にこれを見
て安全運転に心がけてほしい」と話しました。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来 依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依依田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪窪ププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき夏の到来　依田窪プールでプール開き
　今年もまた暑い夏の季節がやってきましたが、腰越の
依田窪プールでは、６月３０日にプール開きが行われまし
た。入場開始の午後１時半ごろは、雨がぱらつくあいに
くのお天気で来場者もまばらでしたが、午後から暑くな
るにつれてたくさんの子どもたちが来場し、オープン記
念として無料で入場することができた６月３０日と７月１
日の２日間で約１，４００名の来場者がありました。依田窪プ
ールは、９月２日まで営業しており、料金は子ども１００円、
大人３００円となっています。

　６月２７日、塩川の神の倉で「神の倉工業団地」の竣工
式が行われ、町長、助役、収入役など町の関係者のほか、地
元地権者や土地の造成にあたった関係者など、約１００名が
参加しました。この日は、あいにくの雨降りで、傘を差
しながらのテープカットとなりましたが、「雨降って、地
固まる」という言葉のごとく町の産業の基盤になるよう
にと願いが込められた竣工式となりました。神の倉工業
団地は総面積２３.６ヘクタールで、分割分譲が可能になっ
ていますされます。

神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神 のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉 工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工 業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで 竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣 工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工 式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式神 の 倉 工 業 団 地 で 竣 工 式

ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいボランティアで町内ごみ拾い
　６月２３日、町職員と町内で働く外国人労働者の方々など
が参加して、町内のごみ拾いのボランティア活動が行われ
ました。町では、毎年アースデイの一環として町内の主要
街道沿いのごみ拾いをしていますが、今回のごみ拾いには、
町内の企業で働く日系ブラジル人の方々も一緒に参加し、
道路わきの空き缶や吸殻などを拾いました。ごみ拾いの後
には、外国人の方々との交流会も行われ、ブラジル料理が
振る舞われました。

梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい梅雨時の交通安全を願い、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘交通安全傘
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　７月４日、西内小学校６年生の１４名の児童が、鹿教湯
の三才山病院で介護の体験学習をしました。この介護体
験学習は、地域の病院で働く人と接することで、病院の
役割についてより理解を深めることを目的としたもの。
この日はまず、女子児童に戴帽式が行われ、その後白衣
に身を包んだ児童全員で、キャンドルを持って病院内を
まわりました。この体験学習を行うために介護に関する
事前学習を行ってきた児童たちも、本番では緊張しなが
ら、爪を切ってあげたり、話をしてあげたりとお年寄り
や患者さんの介護にあたっていました。病院のお年寄り
の方も、「自分の孫がきたようです。本当にありがたいこ
とです。」と大変喜んでいました。この介護体験は、今年

で１１回目を数え、この体
験を通して看護婦さん
になった卒業生もいる
そうです。三才山病院で
は、「この体験を通して、
命の大切さを学んでほ
しい」と話しました。

　６月２７日から２９日にかけて、西内小、中央小、北小
学校では音楽会が行われ、この日のために一生懸命練
習した成果をお父さんやお母さんに披露しました。音
楽会といえば、一昔前では、秋の風物詩でしたが、最
近では６月ごろに行うところも多いようです。音楽会
では各小学校とも斉唱や合唱、楽器を使った演奏のほ
かにミュージカル仕立てのユニークなものもあり、子
どもから大人まで楽しめた音楽会になりました。

音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり音楽村でラベンダー祭り
　信州国際音楽村では６月２２日から７月１５日まで、恒
例のラベンダー祭りが行われ、一面紫色のじゅうたん
のようなラベンダー園は多くの観光客で賑わっていま
した。今年は新たにラベンダーを植え替えたため、例
年よりも花付きも良く、ラベンダー特有のこころ安ら
ぐ香りが、観光客を楽しませていました。期間中は、
音楽村ボランティアグループによるラベンダースティ
ックの講習会も行われ、親子でラベンダースティック
を作る姿も見られました。

初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響響くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声 小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会初夏に響く歌声　小学校で音楽会

▲白衣を着て整列

▲患者さんといっしょにリハビリ体操▲病院の方の説明を熱心に聞く児童たち

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験西内小学校介護体験



（8）

���������	��

　
　

日
夜
に
行
わ
れ
た
車
座
集
会

１３
に
は
、
丸
子
町
を
は
じ
め
、
近
隣

の
市
町
村
か
ら
約
３
０
０
名
あ
ま

り
の
住
民
が
会
場
を
訪
れ
、
用
意

さ
れ
て
い
た
座
席
は
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
ロ
ビ
ー
で
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
知
事
の
発
言
に
耳
を
傾
け
る

人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

車
座
集
会
で
は
、
ま
ず
田
中
知

事
が
昨
今
の
国
内
情
勢
を
ユ
ー
モ

ア
や
皮
肉
を
交
え
た
口
調
で
語
り
、

会
場
は
笑
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

知
事
は
話
の
中
で
、「
県
庁
と
い
う

名
を
「
後
方
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

よ
う
な
名
前
に
変
え
て
、
県
民
と

の
距
離
を
縮
め
て
い
き
た
い
」
と
、

県
政
改
革
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
の
住
民
か
ら
質

問
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
約　

名
ほ

２０

ど
の
方
が
手
を
上
げ
、
知
事
に
順

番
に
指
名
さ
れ
て
質
問
し
て
い
き

ま
し
た
。
質
問
で
は
、
環
境
問
題

や
道
路
問
題
、
福
祉
、
農
業
、
教

育
と
い
っ
た
内
容
が
中
心
と
な
り

ま
し
た
。
道
路
関
係
で
は
、
国
道

２
５
４
号
線
の
騒
音
公
害
の
問
題

や
、
国
道
１
５
２
号
線
の
大
屋
・

長
瀬
付
近
の
渋
滞
問
題
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
知

事
は
、
２
５
４
号
線
に
つ
い
て
は
、

道
路
の
ス
ピ
ー
ド
規
制
を
厳
し
く

し
た
り
、
車
両
規
制
も
含
め
て
検

討
し
た
い
と
し
、
１
５
２
号
線
に

つ
い
て
は
、
そ
の
解
決
案
と
し
て

の
バ
イ
パ
ス
も
含
め
て
、
い
ま
だ

明
確
な
考
え
が
な
い
の
で
、
現
地

を
良
く
見
て
か
ら
考
え
て
い
き
た

い
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
三
才

山
ト
ン
ネ
ル
の
料
金
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
当
時
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

な
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
、

弾
力
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と
し

ま
し
た
。
道
路
の
問
題
に
関
し
て

は
、
道
路
の
車
座
集
会
の
開
催
も

示
唆
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
県
下

で
の
エ
コ
マ
ネ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
評
価
し
て
ポ
イ
ン
ト
化

し
た
も
の
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
で
流
通
さ
せ
て
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
も
の
）
の
導
入
に
関
し
て

の
意
見
や
学
区
制
に
関
し
て
の
知

事
の
見
解
を
求
め
る
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
か
ら
着
手
予

１４

定
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
地
元
の

合
意
が
十
分
と
は
い
え
な
い
の
で
、

予
定
ど
お
り
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
答
え
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
時

間
を
１
時
間
以
上
も
過
ぎ
て
、
午

後
９
時
過
ぎ
ま
で
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
集
会
後
に
は
田
中
知
事
と

の
名
刺
の
交
換
が
行
わ
れ
、
知
事

の
名
刺
を
も
ら
お
う
と
多
く
の
人

が
長
蛇
の
列
を
作
り
、
握
手
を
し

て
も
ら
っ
て
う
れ
し
そ
う
に
帰
る

人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ど
こ
で
も
知
事
室
」は
こ
の
他

に
上
小
市
町
村
長
と
の
懇
談
会
や

県
職
員
と
の
対
話
集
会
、
社
会
福

祉
施
設
の
視
察
な
ど
を
行
い
、
３

日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

ど
こ
で
も
知
事
室　
〜
ぐ
る
っ
と
信
州
〜

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


▲田中康夫知事

６
月　

日
、
丸
子
町
文
化
会
館
大
会
議
室
で
、
田
中
県
知
事
と
住
民

１３

と
の
車
座
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ど
こ
で
も
知
事
室
」
は
、
田
中

知
事
が
県
民
と
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
県
内
各
地
域
を
回
っ
て
現

場
を
視
察
し
た
り
、
県
民
と
意
見
を
交
わ
し
た
り
す
る
も
の
で
、
上

小
地
域
は　

日
か
ら　

日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１３

１５

▲会場は満員に
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▲ラッパ吹奏

日ごろの練習の成果を披露
丸子町消防ポンプ操法大会

ラッパ吹奏大会

　６月２４日、第４３回丸子町消防ポンプ操法大会と、第２６回丸子町消
防ラッパ吹奏大会が、丸子北中学校で行われました。この日に向け
て、町内の各分団・部では、朝や晩に練習を重ね、この大会に臨み
ました。この日は、朝からあいにくのどしゃ降りの悪天候でしたが、
まさに実戦を想定した状況での大会となり、選手たちの動きにも気
迫が現れていました。また、７月１５日には、この日優秀な成績をおさ
めた部の団員が、上小の大会に出場しました。

▲ポンプ操法

丸子消防署からのお知らせ

夏 休 み 中 の 災 害 防 止 に つ い て

夏休みに入り火災や水難事故を未然に防止するために、次のこと
にご注意ください。

１．花火で遊ぶときは、注意書きを必ず読みましょう。
２．花火を人や家に向けたり、燃えやすいものがある場所で遊ば
ないようにしましょう。特に打ち上げ花火には気をつけまし
ょう。

３．風の強い乾燥した日は、花火遊びは止めましょう。
４．花火をほぐしたり、数本束ねて点火しないようにしましょう。
５．花火を改造したり、一度にたくさんの花火に火をつけないよ
うにしましょう。

６．花火で遊ぶときは、水の入ったバケツを用意し、花火の燃え
がら等は確実に消火をし、後かたづけを必ずしましょう。

７．子どもだけの花火遊びは避け、大人
が付き添うようにしましょう。

８．お墓参りで線香をあげるときは、風
の強い乾燥した日は避け、管理に気
をつけましょう。

９．雨上がりの川は、小さな川でも流れ
が速く危険です。川のそばで遊ばな
いようにしましょう。

 １０．家の周りの危険箇所を話し合ってお
きましょう。（流れの急な川、深い場所、池など）
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――平成１４年度課税分から対象業種を拡大―

　丸子町工業振興条例が昨年改正され、対象業種を拡大すると共に、環境基本法の制定を受けて、公害防
止に関する部分についても改正されました。
　この条例は、町内への事業場の新増設、公害防止施設や従業員福利厚生施設等の指定された施設の新増
設を行った事業所の皆さんに、一定の条件で奨励金を交付するものです。
　なお、毎年１月末までに申請をいただくこととしています。

町 工 業 振 興 条 例 の 概 要
奨 励 金対 象 者 と 要 件対 象 業 種

�　土地を宅地に地目変更した者に対
しその土地に対する固定資産税相当
額の

　　　初年度　１００／１００
　　　２年度　 ５０／１００
　　　３年度　 ３０／１００
�　事業場を新設した者に対し、取得
価額に対する固定資産税相当額の

　　　初年度　１００／１００
　　　２年度　 ８０／１００
　　　３年度　 ５０／１００

町内に新増設する事業場で次の要
件を満たすもの
１．
�　工場誘致区内
�　１，５００�以上の用地取得
�　延べ建設面積が５００�以上
�　常時雇用する従業員が５名

以上

�製造業
　日本標準産業分類に掲げる
製造業、ガス及び自動車整備
業を営む事業

�道路貨物運送業
　自動車その他の軽車両によ
って貨物の運送を行なう事業

�梱包業
　運送のために物品の荷造り
もしくは、梱包を引き受ける
事業及び輸送のために設備さ
れた機械により各種梱包材料
を加工し、もしくは梱包容器
を組み立てて工業製品の外装
を行なう事業

�情報処理サービス業
　電子計算機などを用いて委
託された計算サービス（顧客
が自ら運転する場合を含む。）
及びパンチサービスなどを行
なう事業

�自然科学研究事業
　理学研究所、工学研究所及
び農業、林業、水産畜産に関
する試験場若しくは研究所並
びに医学、薬学に関する試験
所及び研究所で行なう事業

�ソフトウェアハウス業
　他人の需要に応じて電子計
算機のプログラムの作成を行
なう事業

�貸工場業
　事業の用に供する事業場と
して工場を賃貸する事業

�貸事務所業
　日本標準産業分類に掲げる
製造業、ガス及び自動車整備
業を営む事業

�倉庫業
　事業の用に供するため倉庫
を賃貸する事業

○固定資産税相当額の
　　　初年度　 ８０／１００
　　　２年度　 ５０／１００

２．
�　１．に該当しない新増設の

事業場
�　取得価額の合計が１，０００万

円以上の用地取得

○投下固定資産総額に次の率を乗じた
額（初年度に限る）

�　公害防止施設以外の施設
　５００万円以上１，０００万円まで

５／１００以内
　１，０００万円を超え１，５００万円まで

３／１００以内
　１，５００万円を超え１億円まで

２／１００以内
�　公害防止施設
　１００万円以上３００万円まで

１０／１００以内
　３００万円を超え６００万円まで

５／１００以内
　６００万円を超え１，０００万円まで

３／１００以内
　１，０００万円を超え１億円まで

１／１００以内

３．
�　指定施設（従業員福利厚生

施設等）の新増設
�　取得価額の合計が５００万円

以上、ただし公害防止施設
については１００万円以上

○町長が定める額４．工業振興のため町長が特に認
める企業立地に必要な道路、給
排水等の整備

※詳しいことは、役場商工観光課の商工労政係（�４２－１０４７直通、有線２４５２４）まで、お問い合わせください。
（11）
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ごみ不法投棄監視員活動スタート！
　近年、増加悪質化傾向にある不法投棄の防止対策の一

環として、町民の皆様の中から公募による不法投棄監視

員が選任され、６月７日に６名の監視員に委嘱書が手渡

されました。

　監視員の任務は、不法投棄に関する調査、啓発、監視

活動などで、これを定期的に行い監視結果等を町に報告

することになっています。監視活動は、通常２名一組と

なって行われ、監視コースをパトロールすることとして

います。

　不法投棄の現場は、ちょっとした死角にあり、投棄は

継続して行われる場合が多く、警察と連携をとりながら

行為者を特定していきます。不法投棄は、夜間行われる

ことが多いため、夜間パトロールも視野に入れた監視活

動も行います。常習的で悪質な不法投棄には罰金、懲役

と厳しい刑事罰もあります。

　不法投棄は、大量生産、大量消費の結果もたらされた

『負の遺産』です。物にはすべて寿命があります。その

役目を終えたときは、長年役に立ってきたことに感謝の

意をこめて、再利用できるように適正な処理をしてあげ

ることが、物に対する思いやりではないでしょうか。

不法投棄についてのお問い合わせは、役場生活課生活環境係　�４２‐１０５４（直通）

▲不法投棄監視員委嘱式

▲不法投棄パトロール車で現場を視察する監視員

▲監視活動ルートを下見

▼作業場の解体によって出された廃棄物 ▼不法投棄された家庭ゴミ ▼山林に投棄された廃棄物

▲パトロールコースを入念に検討する
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町政の動きを町政の動きを　　　　　
　　お知らせします。お知らせします。

役場  …………………………… � 42-3100

　 …………………………… FAX 43-3666

教育委員会　学校教育課  …… � 42-1044

　　　　　　社会教育課  …… � 42-3147

　 …………………………… FAX 42-3148

丸子町文化会館  ……………… � 42-0001

総合体育館  …………………… � 43-2250

　 …………………………… FAX 43-0616

金子図書館  …………………… � 42-2414

　 …………………………… FAX 42-2414

クリーンセンター  …………… � 43-2131

衛生センター  ………………… � 42-6789

給食センター  ………………… � 42-2892

解放センター  ………………… � 42-6694

町民センター  ………………… � 42-5122

郷土博物館  …………………… � 42-2158

�������

 4日　「青少年の非行問題に取り組む
  　　　　　　全国強調月間」街頭啓発
 5日　エンパワーメントセミナー
  　　ソフトバレーボール大会
10日　婦人バレーボール大会開幕式
12日　参議院議員通常選挙　公示
13日　丸子シルキーフォーラム2001
15日　ポンプ操法・ラッパ吹奏上小大会
16日　町長との対話サロン
21日　花づくり講習会
29日　参議院議員通常選挙投票日

��� �� 
 4日　町民まつり「丸子ドドンコ」
 5日　納涼花火大会
12日　歩行者天国「花市」
19日　信州爆水Run in 依田川
26日　第18回依田窪水泳大会

8月は
 1日　水の日
 6日　広島平和記念日
 9日　長崎原爆の日
15日　戦没者を追悼し平和を祈念する日 
北方領土返還運動全国強調月間
道路を守る月間
電気使用安全月間

　　 工事請負の公表

【工事名】平成１３年度塩川小学校大規模改造事業機械設備工事
　　　　　契約金額　１億４，９１０万円
　　　　　請負業者　株式会社藤森組丸子営業所
　　　　　　　（丸子町大字塩川２７５１番地１　所長　藤森　博之）
【工事名】平成１３年度国庫補助金（地域戦略プラン）
　　　　　町道依田内村線道路改良工事
　　　　　契約金額　１億３，０２０万円
　　　　　請負業者　株式会社伊東工業
　　　　（丸子町大字上丸子１８９６番地　代表取締役　伊東　隆雄）

　｢個人事業所税」は８月３１日までに！

　個人事業所に収めていただく県税の「個人事業所税（前期
分）」の納税通知は８月１５日頃発送されます。納期限は８月３１

日です。忘れずにお近くの金融機関等で納税されますようお願いいたし
ます。納税には便利な口座振替をお勧めします。
�����������	�
���������

　８月は電気使用安全月間です

　じめじめする夏は、１年のうちでも感電や電気事故の最
も多い時期です。皆さんのご家庭でも電気の安全点検をしましょう。
電気のご相談は�中部電気保安協会上田事業所　�２３-０９８５

　「行方不明者を探す相談所」開設のお知らせ

　警察では、年間を通じて身内の方などの行方がわからなくてお困
りの方からの相談に応じています。８月には「行方不明の人を探す
相談所」を開設して相談をお受けします。

日時■８月１日～８月３１日　８:３０～１７:００（土・日曜等休日を除く）

場所■警察本部鑑識課（長野市松代町警察機動センター内）
　　　�０２６-２７８-９５００　内線５１２
　　　地元警察署刑事課・生活保安課

※相談所開設については、長野県警察本部ホームページに掲載して
おります。身元不明者の所持品等についても掲載しておりますの
でご覧ください。HPアドレス　http://www.avis.ne.jp/̃police/
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保
健

ガ
イ
ド

【問】　保健センター　�４２-１１１７　有線２-４４８３

子育てランドと育児相談
��������	
����������������

�������������	
�������

������������ � �
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その他 ��������	
�������

�
�
�

�
�
�
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��������	
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����

あなたの国民年金��夢と勇気とそして…
　夢と勇気とそして少しのお金があれば生きていけると言ったのは、名優チャップリンです。
���������	
�これはまさしく高齢者社会を生き抜いていくコツです。少
しではなく、多くのお金があればもっと良いなどと欲張らなくても大丈夫

・・・
です。しか

し国民年金の保険料を納付しなかったなら、夢と勇気はあるけれど少しのお金がない
ということにもなりかねません。国民年金の保険料を毎月きちんと納め、夢と勇気を
もってそして少しのお金で、長い老後を軽快に生き抜こうではありませんか。
　２０歳から６０歳までは皆が国民年金に加入します。
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国民年金の種別
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乳幼児健康診査

献 血 の 予 定
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７カ月児健康相談
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　保険税はみなさんの健康と国保の運営をささえています。
    国保に加入している人は、医療をうける「権利」があると同時に、保険税を納
める「義務」もあります。
　保険税は、国保の収入のうち約４割を占めております。
　また、支出のほとんどがみなさんの医療費の支払いにあてられているので、保
険税がきちんと納められていないと医療費の支払いができなくなってしまいます。
　保険税は、国保制度運営のための重要な財源です。必ず納期限に納めましょう。
　安全で便利な口座振替のご利用をおすすめいたします。

����������	
����
　各世帯の保険税の額は、４０歳～６４歳の加入者がいる場合は、国保分（医療分）
に介護保険の保険料分（介護分）を合わせた額が保険税となります。このように
世帯の年齢構成により保険税の額が計算され、内訳は次のようになります。

���������	
���	������	��������������

������������������	
���������

口座振替の
申し込みに
必要なもの

　・通帳
　・印かん
※役場、金融機関の
窓口でお願いし
ます。

６５歳以上の人４０歳～６４歳の人４０歳未満の人

（介護保険の第１号被保険者）（介護保険の第２号被保険者）

老齢（退職）年金が年額１８万円

以上の人は年金から天引き。そ

れ以外の人は町へ個人別納付。

※６５歳以上の人の介護保険料は平成
１３年９月分までは半額です。

※同じ世帯の４０歳～６４歳の人以外の
所得等は介護分の計算に影響しま
せん。

※医療分と介護分で、別々に納める
額の上限が定められます。

※介護保険に加入するのは４０歳以上
の人なので、介護分の負担はあり
ません。

������

�

医療分

�
保険税

介護分
（第２号被保険者
分の介護保険料）

＋医療分

＝

�
介護保険料
（第１号被保険者分）

保険税

別々に納付

介護分
（第２号被保険者
分の介護保険料）

＋医療分

�
保険税

合計額が

�
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衛
生
的
で
き
れ
い
な
飲
料
水
を

連
続
し
て
供
給
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
を
上
水
道
と
い
い
ま
す
。
上

水
道
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
エ
ル

サ
レ
ム
・
古
代
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー

マ
帝
国
の
水
道
が
有
名
で
す
が
、

ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
と
共
に
水
道

も
荒
廃
し
、
近
代
産
業
革
命
期
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
見
る
べ
き
発
展

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
水
道
は
、
徳
川

家
康
が
作
っ
た
小
石
川
上
水
後
の

神
田
上
水
が
最
初
と
い
わ
れ
、
以

後
金
沢
・
福
山
・
名
古
屋
・
仙
台

な
ど
に
も
造
ら
れ
ま
す
。
当
時
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ロ
ン
ド
ン
・
パ

リ
の
一
部
に
水
道
が
あ
っ
た
程
度

で
す
か
ら
、
世
界
で
も
進
ん
で
い

た
と
い
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
水

道
に
は
浄
化
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
明
治
に
入
り
産
業
の
発

達
、
都
市
の
発
達
が
促
さ
れ
る
と
、

消
化
器
系
伝
染
病
、
特
に
コ
レ
ラ

が
猛
威
を
振
る
う
よ
う
に
な
り
、

伝
染
病
予
防
の
た
め
の
根
本
的
対

策
と
し
て
、
衛
生
的
な
欧
米
式
の

近
代
水
道
敷
設
の
気
運
が
高
ま
り
、

以
後
国
策
と
し
て
上
水
道
の
普
及

が
図
ら
れ
ま
す
が
、
最
も
普
及
が

進
む
の
は
戦
後
の
混
乱
が
落
ち
着

い
た
昭
和　

年
代
後
半
か
ら　

年

３０

４０

代
に
か
け
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

丸
子
町
の
上
水
道
は
、
町
民
が

強
く
望
ん
だ
大
事
業
で
あ
り
、
水

道
敷
設
時
に
は
婦
人
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
水
道
貯
金
運
動
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
昭
和　

年
に
全
体

３１

計
画
が
完
成
、
翌　

年
に
は
国
の

３２

許
可
を
得
て
工
事
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和　

年　
３５

１２

月
に
A
地
区
（
丸
子
・
長
瀬
・
塩

川
）　

年
９
月
に
B
地
区
（
西
内
・

３６

東
内
・
依
田
）
の
通
水
が
な
さ
れ
、

藤
原
田
・
練
合
・
霊
泉
寺
・
尾
野

山
を
含
め
て
全
町
へ
給
水
体
制
が

整
え
ら
れ
た
の
は
、
昭
和　

年
の

３９

こ
と
で
し
た
。

　

現
代
の
水
道
が
昔
と
根
本
的
に

異
な
る
の
は
、
水
源
か
ら
取
り
入

れ
た
原
水
は
必
ず
浄
水
場
を
と
お

り
、
沈
殿
・
ろ
過
・
消
毒
な
ど
の

方
法
で
き
れ
い
な
水
（
浄
水
）
の

管
理
が　

時
間
１
年
中
休
み
な
し

２４

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
安
全
な
水
を
必
要
な
だ

け
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

丸
子
町
商
工
会
で
は
、
現
在

『
一
店
一
品
シ
ャ
イ
ン
ア
ッ
プ

運
動
』
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

『
一
店
一
品
シ
ャ
イ
ン
ア
ッ
プ

運
動
』
と
は
、
各
店
独
自
で
自

ら
誇
れ
る
技
術
を
駆
使
し
た
商

品
一
品
を
推
奨
し
、
よ
り
そ
の

商
品
を
�
磨
き
輝
か
せ
�
て
い

く
と
い
う
活
動
で
す
。
そ
う
し

て
創
意
工
夫
を
重
ね
た
商
品
は

『
丸
子
町
商
工
会
推
奨
品
』
と

し
て
売
り
場
に
パ
ネ
ル
（
左
写

真
）
を
お
い
て
宣
伝
し
て
い
き

ま
す
。
現
在
、
こ
の
シ
ャ
イ
ン

ア
ッ
プ
運
動
に
は
町
内
約
二
十

事
業
所
が
登
録
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
料
理
や
お
菓
子
、
工
芸

品
と
い
っ
た
磨
き
輝
か
せ
た
自

慢
の
一
品
を
売
り
出
し
て
い
ま

す
。
商
工
会
で
は
「
新
し
い
も

の
を
開
発
し
て
い
こ
う
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
大
事
。
こ

の
活
動
が
町
に
ど
ん
ど
ん
広
ま

っ
て
い
け
ば
、
き
っ
と
実
り
あ

る
も
の
に
な
る
と
思
う
。
地
道

に
参
加
者
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
『
一
店
一
品
シ
ャ
イ
ン

ア
ッ
プ
運
動
』
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
丸
子
町
商
工
会　

�
四
二
―
二
二
一
三
ま
で
。

�
�
�
�
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�
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�
�
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①
水
道
事
業
の
沿
革　

▲昭和３４年   水道管路測量（三反田・伊藤武氏提供）

▲昭和３５年   腰越浄水場ろ過池現場見学（同上）

　▲売り場に置かれるパネル

　

�
店
頭
に
張
ら
れ
る
ポ
ス
タ
ー
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『遠くより近くを『遠くより近くを』』
　　　　　　　　��������	
�������������	
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こ
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
も
、

安
く
て
品
物
が
よ
け
れ
ば
い

い
。
ど
こ
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
類

で
も
、
新
鮮
で
量
が
多
く
、
し
か

も
安
け
れ
ば
い
い
。
と
い
う
の
が

常
識
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

そ
う
考
え
て
み
る
と
私
た
ち
は
、

長
い
間
に
わ
た
っ
て
、
な
ん
と
常

識
は
ず
れ
の
こ
と
を
平
気
で
考
え
、

平
然
と
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
筋

違
い
の
こ
と
を
し
続
け
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

シ
ャ
ツ
や
靴
下
な
ど
で
「
中
国

製
」
ま
た
は
「
韓
国
製
」「
メ
イ
ド

イ
ン
・
台
湾
」
と
表
示
さ
れ
て
い

る
と
多
く
の
人
び
と
は
「
な
ん
だ
、

安
物
か
」
と
拒
絶
の
反
応
を
示
し
、

こ
れ
ら
の
品
物
を
「
安
物
」
と
評

価
し
て
き
た
風
潮
は
、
否
定
で
き

な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、「
フ
ラ
ン
ス
製
」

「
イ
タ
リ
ア
製
」
と
い
っ
た
表
示

を
見
る
と
「
上
等
」
と
考
え
て
き

た
。
そ
れ
は
品
物
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
受

け
と
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。「
フ
ラ

ン
ス
の
パ
リ
の
女
性
」
と
聞
い
た

だ
け
で
「
美
人
」
と
思
い
込
み

「
す
ご
い
な
あ
」
と
た
め
息
を
漏

ら
す
男
た
ち
も
多
か
っ
た
。
十
数

年
前
、
取
材
の
た
め
に
パ
リ
に
三

日
間
滞
在
し
、
街
を
歩
き
回
っ
た

が
、
パ
リ
に
も
、
い
ろ
ん
な
女
性

が
い
た
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
間
に
、

日
本
人
の
間
に
も
健
全
な
意
識
変

革
の
波
が
広
が
り
、
定
着
し
始
め

て
い
る
。
具
体
的
に
「
現
物
を
見

て
自
分
で
評
価
し
よ
う
」
と
い
う

考
え
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

最
近
、
中
国
産
の
ね
ぎ
と
生
し

い
た
け
、
そ
れ
に
畳
表
を
め
ぐ
っ

て
中
国
と
日
本
の
間
で
経
済
摩
擦

が
起
こ
っ
て
い
る
。
四
国
の
今
治

産
の
タ
オ
ル
を
め
ぐ
っ
て
も
紛
争

が
激
化
し
そ
う
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
中
国
産
の
農
産
物
を

軽
蔑
し
、差
別
し
、敬
遠
し
が
ち
だ

っ
た
日
本
の
消
費
者
が
「
安
く
て

品
物
が
よ
け
れ
ば
い
い
」
と
目
覚

め
て
中
国
産
に
飛
び
つ
く
人
が
急

激
に
増
え
た
た
め
に
、
日
本
産
が

ピ
ン
チ
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ

を
救
う
た
め
、
日
本
政
府
が
中
国

産
の
、
こ
れ
ら
三
品
に
高
い
関
税

を
か
け
た
こ
と
で
問
題
に
な
っ
た
。

　

こ
の
�
事
件
�
に
私
た
ち
は
深

く
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
問
題
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
「
現
物
を
見
て
判
断
す

る
」
と
い
う
姿
勢
に
徹
す
る
な
ら

ば
、
人
間
に
た
い
し
て
は
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
を
―
―
。

　

残
念
な
が
ら
�
出
身
�
や
�
家

柄
��
先
祖
�
を
考
慮
に
入
れ
な
が

ら
人
間
を
評
価
す
る
傾
向
は
、
ま

だ
続
い
て
い
る
。
ね
ぎ
と
生
し
い

た
け
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

文
・
田
村
正
男

�

�

�

�

�

　長く女人禁制とされていた伝統の京都・祇園祭の山鉾（やまほこ）巡行について、祇園祭山
鉾連合会の深海茂理事長が女性の参加を認める方針を決めた、という新聞記事が載っていた。
女性参加を認める意見と伝統を重んじるべきだとする意見との対立の中で「巡業を円滑に進め
るために私の責任で臨時措置として決めた」と理事長は語っている。
　伝統の殻を破る決断は大変勇気のいることである。言い伝えにこだわって、「土俵の上は神聖
なところであり女人禁制である」という殻を破れないでいる相撲会の現実を目の当たりにして
いる私たちにとって、その勇気と実践力に期待したい。
　日ごろ、言い伝えや慣わしの中で見聞きする、人権を無視した不合理な事柄に対しても、よ
り良い生き方を求めて、お互いが勇気と実践力を持ちたいものである。（人権教育係）

ど
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６
月
に
大
阪
教
育
大
学
付
属
池

田
小
学
校
で
、
学
校
外
か
ら
侵
入

し
た
者
に
よ
っ
て
、
児
童
が
殺
傷

さ
れ
た
事
件
は
、
子
ど
も
を
持
つ

親
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
痛
ま
し

く
決
し
て
許
せ
な
い
事
件
で
す
。

　

今
は
、
ど
こ
で
も
何
で
も
起
こ

り
う
る
時
代
で
あ
り
、
こ
の
事
件

の
後
も
小
学
生
が
下
校
中
に
襲
わ

れ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
決
し
て

他
人
事
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
と
い
う
こ

と
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
体
育
館

や
校
庭
な
ど
学
校
施
設
の
開
放
、

学
校
の
情
報
公
開
、
地
域
の
人
の

教
育
参
加
な
ど
が
定
着
し
つ
つ
あ

る
中
で
、
今
後
こ
の
こ
と
が
原
因

で
、
こ
の
取
り
組
み
を
後
退
さ
せ

る
事
に
な
ら
な
い
か
心
配
で
す
。

　

ま
た
子
ど
も
に
、
大
人
に
対
し

て
の
不
信
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
、

ど
の
よ
う
に
何
を
具
体
的
に
実
行

し
て
行
っ
た
ら
良
い
の
か
、
も
う

一
度
皆
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

来
年
か
ら
始
ま
る
、
学
校
完
全

週
五
日
制
は
、「
生
き
る
力
」
を
育

む
新
し
い
学
校
教

育
と
い
う
こ
と
で
、

学
校
だ
け
で
な
く

家
庭
、
地
域
社
会

の
教
育
や
い
ろ
い

ろ
な
体
験
、
活
動

を
通
し
て
学
ん
で
い
く
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
学
校
か
ら
、
家
庭
で
親

子
が
土
曜
日
を
ど
う
過
ご
す
の
か
、

こ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
子

育
て
は
、
母
親
だ
け
で
な
く
父
親

も
、
又
地
域
も
協
力
し
合
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
健
全
な
子
ど
も
の
成

長
は
あ
り
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
行
動
計
画
推
進
委
員
と
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
中
に
も
積
極
的
に
働
き

か
け
て
、
子
ど
も
自
身
の
自
己
実

現
の
為
に
少
し
で
も
手
助
け
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※このコーナーへの
ご意見ご感想をお
待ちしています。

【宛て先】
〒386-0404
丸子町上丸子1488
丸子町教育委員会
　TEL42-3147
　FAX42-3148

男
と
女
が
よ
り
よ
く

い
っ
し
ょ
に
生
き
る
に
は
…
？
�

〜
男
女
共
生
社
会
づ
く
り
〜

�新委員紹介�

　次の３名の方が新しく丸子町
女性行動計画推進委員となりま
した。新委員さんの活動に期待し、
またご意見をお寄せください。
　堀内　晃子さん（藤原田）

　石井　　淳さん（御岳堂）

　河野　正美さん（平井）

���������	
�������

受講者の方の感想…（第２回講座より、こんなご意見をいただきました。）

・初めての方と、構えることなく話せ、また、グループの方々の生き様に触れることができた。時
間があっというまに過ぎた。講義ももちろんよいが、演習を伴うことの良さをしみじみと感じた。
終わった直後の皆さんのお顔、何ともいえぬ、これが幸せ感を抱いた人の顔かなあと思わせるほ
ど素敵な表情でした。
・初めてのワークショップなど明るい雰囲気で進行され時間が短く感じました。参加者との間が近
くなり話しやすくなりました。
・働く女性の関係法律のお話がお聞きできこれを大事にして女性が堂々と働いてほしい。６０歳過ぎ
ても働くことができるように。まだまだ元気で趣味だけではもったいないと思います。
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最

近

思

う

こ

と御
岳
堂 　

清
水　

美
恵
子
さ
ん

内 容 ・ 時 間期 日 ・ 会 場
１０：００　～男女でトライ！　健康料理～
　　　　　　　　　　　　　（料理実習）

第４回　８月２４日（金）
ふれあいステーション調理室

１０：３０～１５：００　「学習プログラムづくりの
企画・立案」（講義・演習）

第５回　９月２８日（金）
丸子町文化会館　大会議室

１３：３０　「エンパワーメントに向けて」
　　　　　　　　　　　　　（講演）

第６回　１０月２４日（水）
丸子町文化会館　大会議室
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～～～《
秀
逸
》

吾
が
中
に
未
だ
咲
き
初
む
命
な
り
母
に
似
て
来
し
声
も
姿
も　
　
　
　

上
丸
子　

深
井
喜
久
代

新
雪
の
野
の
道
遠
く
ど
こ
ま
で
も
わ
が
足
跡
は
吾
に
付
き
来
る　
　
　

東　

内　

小
山
田　

仁

夢
つ
な
ぐ
世
紀
明
け
告
ぐ
除
夜
の
か
ね
古
希
の
身
に
し
む
少
し
虚
し
く　

長　

瀬　

小
林　

和
子

古
希
と
い
ふ
大
き
節
目
を
無
事
越
え
て
新
世
紀
な
る
年
に
真
向
う　
　

武
石
村　

金
子　

隆
夫

��������

�東内・西内コース
　８/７�　８/２８�　９/１１�

�腰越・依田コース
　８/９�　８/３０�　９/１３�

�中丸子・下丸子・長瀬コース
　７/３１�　８/２１�　９/４�

�塩川・藤原田コース
　８/２�　８/２３�　９/６�

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院
　８/１�　８/２２�　９/５�

�����

軽井沢　　　
山人だよりⅡ

塩 川 治 子

発行　株式会社　 櫟 
いちい

金子図書館�
　休館/月曜・祝日・月末日�

〈新刊本の紹介〉

本館

ダイヤモンド・ビッグ社「地球の歩き方」
編　　集　　室旅する会話術 

文 芸 春 秋猪瀬　直樹小論文の書き方

岩 波 書 店岩波講座 現代数学への入門

講 談 社浅川　博忠人間小泉純一郎  

新 潮 社内山　　節里の在処

角 川 書 店京極　夏彦巷説百物語  続 

幻 冬 舎江國　香織 恋するために生まれた

日 向 房ミス・リ－ド村のあらし

あおぞら号

新 潮 社なかにし礼赤い月  上・下

新 潮 社瀬戸内寂聴場所

実業之日本社佐藤　雅美槍持ち佐五平の首

実業之日本社柴田よしき淑女の休日

新 潮 社藤堂志津子 アカシア香る

主婦の友社主婦の友編集部「貯める！」技術

ダイヤモンド社中谷　彰宏失敗を楽しもう

第
三
十
八
回 

�
�
�
�
�
��
短
歌
の
部　

近
藤
良
子 
選

～～～

第２４回丸子町民まつり「丸子ドドンコ」
８／４（土）
みこし…………
　　　　　１５：３０～１７：００
丸子太鼓保存会…………
　　　　　１８：００～１８：２０
龍神おねり…………
　　　　　１７：３０～１８：２０
海戸あばれ大獅子……
　　　　　１７：００～１７：４０
おどり……１８：３０～２０：２０
おどりアレンジコンテスト……１７：３０～１８：２０

納 涼 花 火 大 会
８／５（日）１９：３０～

雨天の場合は翌日

歩行者天国『花市』
８／１２（日）

１９：００～２１：００

博物館特別展

「小松崎　茂・松本かつぢ　その世界展」
　～少年少女の夢～

日　時■8/5�～8/19�
時　間■9：00～17：00（入館は16：30まで）
場　所■丸子町郷土博物館
入場料■一般200円（１０名以上団体は１６０円）/
　　　　小中学生無料以下無料

第6回　信州爆水ＲＵＮ in　依田川
8／19（日）●スタート10：00
参加料■鉄人コース　２，０００円
　　　　ファミリーグループコース　５００円　
　　　　当日受付もあります。
同時開催　魅力ある建設事業推進上小地区協
　　　　　議会による魚のつかみ取り大会

��������	��������� ������������������

��������	���������
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ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
「
明
日
の

丸
子
町
を
語
り
合
う
つ
ど
い
」
は
、

今
晩
で　

会
場
を
終
え
た
。
皆
さ

１９

ん
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
を
参
加
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

ど
の
会
場
で
も
活
発
な
発
言
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ご
要
望
、
ご
意

見
は
様
々
だ
が
、
傾
向
と
し
て
環

境
問
題
に
関
す
る
疑
問
や
訴
え
が

多
い
。
交
通
騒
音
や
事
故
の
心
配
、

ば
い
煙
、
粉
塵
、
異
臭
、
廃
棄
物

の
苦
情
等
実
に
多
様
だ
。

　

先
般
塩
川
陣
場
地
籍
畜
産
団
地

内
に
多
量
の
廃
棄
物
が
不
法
投
棄

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

ま
こ
と
に
遺
憾
に
思
う
と
同
時
に

町
民
の
方
々
に
は
大
変
な
ご
心
配

を
お
掛
け
し
て
い
る
。
県
及
び
警

察
と
協
力
し
ご
み
を
掘
り
起
こ
し

て
現
場
調
査
を
実
施
し
た
が
、
周

辺
に
不
安
や
危
険
を
与
え
る
特
別

な
ご
み
で
は
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。

排
出
責
任
者
の
割
り
出
し
な
ど
警

察
当
局
の
捜
査
結
果
が
判
明
し
だ

い
完
全
撤
去
を
求
め
全
力
を
つ
く

し
た
い
。
本
広
報
が
届
け
ら
れ
る

頃
に
は
前
進
あ
る
こ
と
を
切
望
し

て
い
る
。
善
意
あ
る
方
々
の
清
掃

活
動
や
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取

り
組
み
に
も
関
わ
ら
ず
ご
み
の
投

棄
は
後
を
絶
た
な
い
。
年
々
高
ま

る
住
民
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
を

バ
ネ
に
住
み
良
い
生
活
環
境
を
守

り
育
て
る
行
政
を
推
進
し
た
い
。

（
７
／
９
）

　　　　　　　　納税は便利な口座振替を

★町県民税　2期
★保険税　3期
★国民年金

★年金相談　
　8月23日�10：00～12：00　13：00～15：00
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談
　8月8日�　18日�　28日�　9：00～12：00
　丸子ふれあいステーション3階
★巡回ハローワーク
　8月17日�　9：30～12：00　役場1階相談室
★交通事故でお困りの方
　交通事故相談室　上田支部
　�23－1260　内線2417
★悪徳商法に対する苦情相談
　上田消費生活センター　�27－8517
★子どもの相談窓口
　丸子町教育委員会　�42－3147
★女性のための法律相談　
　�026－232－2104
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン
　�026－232－2020
★ふれあい相談室
　�026－233－9110
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110
　�026－234－8110
★ヤングテレホン
　�026－232－4970

8月の納税

8月の相談

町
長
と
の
対
話
サ
ロ
ン
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町
長
の
生
活
所
感

�
�
�
�
�

�

 
渡 　
 
邉 　
 
恒 　
 
重 　
　
　

鹿
教
湯

わ
た 

な
べ 

つ
ね 

じ
ゅ
う

８３

 
丸 　
 
山 　

ふ　

じ　
　
　
に
し
う
ち
敬
老
園

ま
る 

や
ま

９６

 
池 　
 
田 　
 
� 　
 
江 　
　
　
に
し
う
ち
敬
老
園

い
け 

だ 

し
ず 

え

７１

 
竹 　
 
花 　

オ
ナ
ホ　
　
　

戸
羽

た
け 

は
な

１０１

 
青 　
 
木 　
 
一 　
 
之 　
　
　

辰
ノ
口

あ
お 

き 

か
ず 

ゆ
き

８３

 
小 　
 
松 　

や　

ま　
　
　

沢
田

こ 

ま
つ

８５

 
齋 　
 
藤 　
 
春 　
 
次 　
　
　

八
日
町

さ
い 

と
う 

は
る 

つ
ぐ

７７

 
金 　
 
井 　
 
由 　
 
惠 　
　
　

三
角　

か
な 

い 

よ
し 

え

８９

 
三 　
 
村 　

た
か
よ　
　
　

三
角

み 

む
ら

９６

 
山 　
 
岸 　
 
美 　
 
子 　
　
　

上
南

や
ま 

ぎ
し 

は
る 

こ

６５

 
滝 　
 
澤 　
 
俊 　
 
秋 　
　
　

石
井

た
き 

ざ
わ 

と
し 

あ
き

７５

 
竹 　
 
内 　
　
　
 
� 　
　
　

石
井

た
け 

う
ち 

の
ぼ
る

９３

 
平 　
　
　

マ
サ
エ　
　
　

狐
塚

ひ
ら

８６

 
春 　
 
原 　
　
　
 
進 　
　
　

南
方

す
の 

は
ら 

す
す
む

９３

　

ご
め
い
ふ
く
を
祈
り
ま
す
。

６月
届出分
（敬称略）

戸
籍
の
窓

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

写
真
集
「
ふ
る
さ
と
の
記
憶
」

発　

売　

中

　

昨
年
開
催
し
ま
し
た
写
真
展

「
ふ
る
さ
と
の
記
憶
」
の
写
真
集

が
で
き
ま
し
た
。
価
格
は
１
冊
７

０
０
円
。
郷
土
博
物
館
・
丸
子
町

文
化
会
館
・
金
子
図
書
館
・
役
場

商
工
観
光
課
に
て
好
評
発
売
中
。

【
問
】郷
土
博
物
館　

�　

―
２

４２

１
５
８　

丸
子
町
文
化
会
館　

�
４
２
―
３
１
４
７
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